
過去５年間（H24～H28）における船舶事故

【資料５－１】

（隻）
＜月別発生状況＞

＜船舶用途別発生状況＞ ＜事故種類別発生状況＞

H24～H28
7、8月
１３７隻

機関故障
３７隻
２７％

転覆
１３隻
１０％

推進器
障害
１０隻
７％

火災
７隻５％

その他
３１隻
２３％

漁船
６９隻
５０％

プレジャー
ボート
５１隻
３７％

遊漁船
８隻６％

貨物船
７隻５％

旅客船１隻１％

作業船１隻１％

H24～H28
7、8月
１３７隻

衝突
３１隻
２３％

運航阻害
８隻
６％

浸水
６隻４％

乗揚
６隻４％

舵障害
２隻２％

安全阻害
３隻２％

○月別では、７月が年間で最も多い
○船舶用途別では、漁船とプレジャーボートで９割近くを占める
○事故種類別では、機関故障と衝突で約半数を占める

５年月平均５２隻



過去５年間（H24～H28）におけるプレジャーボート事故

【資料５－２】

（隻）
＜月別発生状況＞

＜事故種類別発生状況＞

機関故障
１８隻
３５％

運航阻害
１９隻
２０％

運航阻害
７隻
１４％

推進器
障害
４隻
８％

転覆
３隻６％

その他
６隻
１１％

H24～H28
7、8月
５１隻

衝突
７隻
１４％

行方不明
３隻３％

安全阻害
３隻６％

舵障害
２隻４％

舵障害
１隻１％

○月別では、７月が年間で最も多い
○事故種類別では、夏季は他季に比べ、機関故障の割合が高く、また、運航阻害や転
覆、浸水の割合が低い

５年月平均１２隻

転覆
１４隻
１５％

推進器障害
２隻２％

その他
１１隻１２％

H24～H28
7、8月以外
９４隻

衝突
１０隻
１１％

浸水
１１隻
１２％

乗揚
６隻６％

浸水
１隻
２％ 機関故障

１６隻
１７％

安全阻害
１隻１％



過去５年間（H24～H28）における
マリンレジャーに伴う海浜事故

【資料５－３】

＜活動内容別発生状況＞

＜月別発生状況＞
（名）

H24～H28
7、8月
１０５名

遊泳中
６６名
６３％

釣り中
２３名
２２％

その他
１６名
１５％

○月別では、８月が年間で最も多く、７月も２番目に多い

５年月平均１７名



過去５年間（H24～H28）における
マリンレジャーに伴う海浜事故＜遊泳中＞

【資料５－４】

＜場所別発生状況＞

＜月別発生状況＞（名）

H24～H28
7、8月
６６名

海水浴場
７名
１１％

○遊泳中の事故は、７月下旬から８月前半までの海水浴シーズンと比例し発生
○監視員等のいない海水浴場以外での事故が多く、死亡事故に繋がっている

５年月平均６名

海水浴場以外
５９名
８９％

海水浴場
７名

生存
６名
８６％

死亡
１名
１４％

海水浴場以外
５９名

生存
３８名
６４％

死亡
２１名
３６％



過去５年間（H24～H28）における
マリンレジャーに伴う海浜事故＜釣り中＞

【資料５－５】

＜事故種類別発生状況＞

＜月別発生状況＞
（名）

H24～H28
7、8月
２３名

海中転落
２１名
９１％

負傷
１名
５％

○月別では、７月が年間で２番目に多い
○事故のほとんどが海中転落によるもの

５年月平均９名

溺水
１名
５％



過去５年間（H24～H28）における
マリンレジャーに伴う海浜事故＜釣り中＞

【資料５－６】

＜海中転落者のライフジャケット着用別発生状況＞

＜行動形態別発生状況＞

H24～H28
7、8月
２３名

単独行動
１８名
７８％

○事故者のライフジャケット着用率が非常に低い
○事故時に他者の援助が受けにくい単独行動者が多く、死亡事故に繋がっている

複数行動
５名
２２％

単独行動
１８名

生存
８名
４４％

死亡
１０名
５６％

複数行動
５名

生存
４名
８０％

死亡
１名
２０％

H24～H28
7、8月

海中転落者
２１名

着用
１名
５％

非着用
２０名
９５％

着用
１名

生存
１名

１００％

非着用
２０名

生存
１１名
５５％

死亡
９名
４５％



マリンレジャーに伴う海浜事故＜釣り中＞
H29速報（6/15現在）

【資料５－７】

＜年別発生状況＞
（名）

○今年の釣り中の事故は、半年を経ずに既に過去５年平均に達している。
○増加の推定要因
・ゴールデンウィーク期間及びその前後において、非常に天候が良かった
・北海道全体として、例年よりも好釣果である

年平均２１名


